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市
外
の
保
育
所
等
を

利
用
し
て
い
る
保
護
者
の
方
へ

保
育
料
を
助
成
し
ま
す

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
目
的
で
、
保
育
料
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の

施
設
を
利
用
し
て
い
る
お
子
さ
ん

の
保
護
者
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
施
設
か
ら
案
内
を
受
け

取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

対
象
施
設

・
市
外
の
認
可
外
保
育
所

・
市
外
の
私
立
幼
稚
園

対
象
児
童
　

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
児
童

助
成
内
容
等

　
左
表
の
と
お
り
。

助
成
方
法

　
利
用
し
て
い
る
施
設
を
通
し
て

助
成
し
ま
す
。

※ 

対
象
者
お
よ
び
助
成
内
容
は
上

表
の
と
お
り
で
す
。

※ 

対
象
と
な
る
方
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

市
内
の
認
可
外
保
育
所
、
私
立

幼
稚
園
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
順
次
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎（
55
）５
１
１
２

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
へ

　
来
年
度
、
小
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
は
、
平
成
23
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
い
る

ご
家
庭
に
は
、
８
月
末
ま
で
に
就

学
時
健
康
診
断
実
施
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
　

次
の
方
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・  

来
年
度
子
ど
も
が
入
学
予
定
だ

が
、
通
知
書
が
手
元
に
届
か
な

い
方

・  

本
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
お
子

さ
ん
で
、
来
年
度
、
本
市
の
学

校
へ
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
学
校
教
育
課
管
理
係

　
☎（
55
）５
１
５
１

高
校
生
の
通
学
費
等
を

助
成
し
ま
す

　
高
等
学
校
に
通
学
し
て
い
る
生

徒
の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
を
満
た
す
方
へ
通
学
費
等

を
助
成
し
ま
す
。

・  

市
内
の
高
等
学
校
へ
の
通
学
者

の
う
ち
、
自
宅
か
ら
学
校
ま
で

の
道
の
り
が
10
㎞
以
上
の
方

・  

市
外
の
高
等
学
校
へ
の
通
学
者

の
う
ち
、
自
宅
か
ら
学
校
ま
で

の
道
の
り
が
10
㎞
以
上（
電
車

を
利
用
し
て
通
学
す
べ
き
と
判

断
さ
れ
る
生
徒
は
、
自
宅
か
ら

最
寄
り
の
駅
ま
で
の
道
の
り
が

10
㎞
以
上
）の
方

申
請
書
交
付
・
提
出
先

　
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課

申
請
期
間

　
９
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
〜
10
月
２
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
教
育
総
務
課
総
務
係

　
☎（
55
）５
１
４
９

安
達
地
方
に
お
け
る
仮
設
焼
却

施
設
に
よ
る
減
容
化
事
業
の
受

注
事
業
者
が
決
定
し
ま
し
た

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
う
安
達
地
方
の
可
燃
性
除
染

廃
棄
物
等
の
減
容
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
環
境
省
お
よ
び
安
達
地
方

広
域
行
政
組
合
の
共
同
事
業
と
し

て
、
戸
沢
字
熊
ノ
久
保
地
内
に
仮

設
焼
却
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
省
福
島
地
方
環
境
事
務
所

が「
安
達
地
方
に
お
け
る
農
林
業

系
廃
棄
物
等
処
理
業
務（
減
容
化

処
理
）」の
総
合
評
価
・
一
般
競
争

入
札
を
執
行
し
た
結
果
、
日
立
造

船
㈱
と
㈱
大
林
組
に
よ
る
Ｊ
Ｖ

（
特
定
共
同
企
業
体
）が
落
札
者
と

し
て
決
定
さ
れ
、
国
お
よ
び
安
達

地
方
広
域
行
政
組
合
と
の
契
約
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
施
設
の
詳
細
設
計
や
敷

地
の
造
成
、
施
設
の
建
設
が
進
め

ら
れ
、
平
成
31
年
２
月
頃
か
ら
運

転
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

平
成
34
年
１
月
ま
で
に
処
理
を
完

了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
環
境
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４（
５
２
３
）５
３
９
１

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
　
市
政
情
報

p
ick u

p
!

対象者 助成内容
（助成上限額）

認可外
保育所

市民税所得割額48,600円未満の
世帯の児童

保育料全額助成
※ ただし事業所内保育
所は、下記の金額を
上限に助成します。
３歳以上児
　…月額13,200円
３歳未満児
　…月額15,600円

市民税所得割額57,700円未満の
世帯の児童で、第２子以降に
あたる児童
市民税所得割額57,700円以上の
世帯の児童で、未就学児のみ
を数えて第２子以降にあたる
児童
上記以外の児童 月額5,000円を上限に

助成します。

私立
幼稚園

市民税所得割額非課税世帯の
児童

年額 70,800円
※ 各施設で就園奨励金に
該当する場合、奨励費
差し引き後の保育料に、
上記金額を上限に助成
します。

市民税所得割額77,100円以下の
世帯で、第２子以降にあたる
児童
市民税所得割額77,101円以上の
世帯で、小学３年生以下の子
どものみ数えて第２子以降に
あたる児童
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９
月
20
日
か
ら
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

犬
・
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
ら
…

　
逃
げ
た
犬
・
猫
を
探
し
て
い
る

飼
い
主
の
方
や
犬
・
猫
を
保
護
し

て
い
る
方
は
、
福
島
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
、
警
察
署
、
市
役
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４（
９
５
３
）６
４
０
０ 

　
二
本
松
警
察
署

　
☎（
23
）１
２
１
２

鑑
札
・
注
射
済
票

　
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
登
録
の

際
に
配
布
さ
れ
た
鑑
札
や
狂
犬
病

予
防
注
射
の
際
に
配
布
さ
れ
た
注

射
済
票
を
、
犬
の
首
輪
等
に
付
け

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
番
号
に
よ
り
、
万
が

一
、
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
飼
い
主
が
見
つ
か
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

の
方
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
市
に
犬
を
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
狂
犬
病
は
、
人
を
含
む
全
て

の
哺
乳
類
が
感
染
し
ま
す
。
こ
の

病
気
は
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の
隣

国
で
も
発
生
し
て
お
り
、
発
症
す

る
と
効
果
的
な
治
療
は
な
く
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
の
確
率
で
死
亡
し
ま

す
。

　
飼
い
主
と
愛
犬
を
守
る
た
め
、

毎
年
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
犬
の
無
駄
ぼ
え
の
苦
情

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
無
駄
ぼ

え
の
原
因
を
取
り
除
き
、
根
気
よ

く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
散
歩
中
に
ふ
ん
を
さ
せ

た
と
き
は
、
必
ず
家
に
持
ち
帰
っ

て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
犬
・
子
猫
が
生
ま
れ
た
と
き
、

す
ぐ
に
新
し
い
飼
い
主
が
見
つ
か

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
飼
う
こ
と

が
で
き
な
い
犬
・
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
オ
ス
・
メ
ス
と
も
に

不
妊
手
術
が
重
要
で
す
。

　
猫
は
近
隣
へ
の
迷
惑
防
止
の
た

め
に
も
、
室
内
飼
育
を
お
勧
め
し

ま
す
。

野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
つ
い
て

　
野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
エ
サ
や

り
は
、
集
ま
っ
て
き
た
猫
の
ふ
ん

尿
で
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
集

ま
っ
た
猫
が
子
猫
を
産
ん
で
不
幸

な
猫
を
増
や
し
て
し
ま
う
な
ど
、

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
自
分
で
育
て
る
意

思
の
な
い
猫
に
対
し
て
は
、
無
責

任
で
安
易
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

９
月
は『
不
法
投
棄
防
止

強
調
月
間
』で
す

　
き
れ
い
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
市
で
は
、
不
法
投
棄

の
禁
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
道
路
脇
や
待
避
所
な

ど
に
、
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
っ
た
ご
み
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
林
道
の

の
り
面
な
ど
に
は
、
家
電
製
品
、

タ
イ
ヤ
、
車
両
部
品
な
ど
大
量
の

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
全
て
不
法
投
棄
で
す
。

一
人
一
人
が
不
法
投
棄
は「
犯
罪
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、「
不

法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
は「
犯
罪
」で
す
！

　
通
報
が
あ
っ
た
不
法
投
棄
ご
み

の
調
査
を
し
、
状
況
に
応
じ
て
警

察
と
連
携
し
な
が
ら
、
投
棄
者
を

捜
索
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
罰
則

　
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１

千
万
円
以
下
の
罰
金（
法
人
等
に

あ
っ
て
は
、３
億
円
以
下
の
罰
金
）

と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
55
）５
１
０
３

　
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

肢
体
不
自
由
者
来
所
相
談
会

　
補
装
具
の
購
入
・
修
理
、
医
療
、

そ
の
他
更
生
に
関
す
る
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
　
９
月
29
日（
金
）

受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時

会 

　
場
　
福
島
県
障
が
い
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
県
庁
北
庁
舎
）

申
込
期
限
　
９
月
22
日（
金
）

申 

込
方
法
　
事
前
に
電
話
等
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
　

　
☎（
55
）５
１
１
３

　
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

環
境
衛
生

en
viron

m
en
t h
ygien

e

福
　
祉

w
elfare

815
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介
護
予
防
教
室

『
歯
つ
ら
つ
長
寿
食
教
室
』

（
二
本
松
コ
ー
ス
）

　『
最
近
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
い
』

『
食
欲
が
無
く
体
力
が
落
ち
て
き

た
』等
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
お
口
の
働
き

や
食
事
の
取
り
方
、
体
の
動
き
を

総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。
実
際
に

お
口
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
を
し
た

り
、
効
率
的
に
栄
養
を
取
る
方
法

や
運
動
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

気
に
な
る
点
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方

会
　
場
　
農
村
婦
人
の
家

　
　（
岳
下
住
民
セ
ン
タ
ー
隣
り
）

日 

　
時
　
10
月
23
日
か
ら
11
月
13

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
４
回
コ
ー
ス

定
　
員
　
20
人（
先
着
順
）

送 

　
迎
　
二
本
松
地
域
の
方
で
希

望
の
方
は
無
料
送
迎
し
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
９
月
29
日（
金
）

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
生
募
集

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
介
護
に
頼
る
こ
と
な
く
健
康
な

生
活
を
送
り
、
家
庭
や
地
域
で
健

や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

介
護
予
防
事
業
や
各
種
サ
ロ
ン
な

ど
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。
学
ん

だ
こ
と
を
地
区
の
サ
ロ
ン
な
ど
で

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対 

象
者
　
養
成
講
座
受
講
後
、
地

域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可

能
な
市
民
の
方

内 

　
容
　
介
護
予
防
の
た
め
の
運

動
を
中
心
に
、
お
口
の
お
手
入

れ
等
に
つ
い
て
の
講
座
も
あ
り

ま
す
。

日
　
時（
全
６
回
コ
ー
ス
）

　
10
月
２
日（
月
）、
13
日（
金
）、

16
日（
月
）、
24
日（
火
）、
27
日

（
金
）、
11
月
９
日（
木
）

会
　
場
　
太
田
住
民
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
運
動
で
き
る
服
装
、

飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル

募
集
締
め
切
り

　
９
月
25
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　 

二
本
松
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
23
）３
６
０
０

７月20日
全国スポーツ大会出場選手激励金交付式
全国大会等に出場する小学生から社会人の選
手・団体の方々に、激励金を交付しました。
全国での活躍を期待しています。◯新

７月20日　茨城県日立市長来松
原子力災害発生時に、日立市の市
民が、本市を含む福島県へ避難し
た際の受け入れ協定を締結するに
当たり、日立市の小川春樹市長が協
力依頼のため来松されました。◯新

７月26日　国道４号安達ヶ原入
口交差点整備を国へ要望
交通渋滞が発生する国道４号安
達ヶ原入口交差点の整備を早期
に進めていただくため、国土交
通省へ要望書を提出しました。◯新

８月２日　福島県知事との意見交換会
内堀知事と、市内のイノシシ被害対策や里山
除染の推進、これからの農業経営の在り方な
どの意見交換をした他、県内トップクラスの
集客を誇る二本松しんきん城山プールを、現
地で説明させていただきました。◯新

７月11日
マンホールカード発行記者発表
全国でブームとなっている下水道のマン
ホールカードを二本松市でも作成し、配布
を前に記者発表をしました。◯新

最
近
の
活
動
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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市
民
の
体
力
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
秋
の

二
本
松
市
を
駆
け
抜
け
る『
第
６
回
二
本
松
市
一
周
駅
伝
競
走
大

会
』を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
10
月
29
日（
日
）雨
天
決
行

参
加
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
お
よ
び
出
身
者

・  

市
内
の
学
校
、
事
業
所
、
団
体
等
に
所
属
ま
た
は

　
勤
務
し
て
い
る
方

申
込
期
限
　
９
月
28
日（
木
）※
必
着

表
彰
式
　
午
後
０
時
30
分
か
ら
城
山
総
合
体
育
館
に
て

　　　学生の部　城山運動施設区内周回コース
　※８区間　9.55km
　※１周1.2㎞で、１区のみ１周1.15km
　※補欠選手によるタイムレースも行います。
スタート　　９：00（城山総合体育館前）
ゴール予定　９：50（城山総合体育館脇）
チーム編成　小学生のみ

　　　学生・一般の部　
　※コースは下の図参照
　※８区間　24.9㎞
スタート　　９：30（安達ケ原ふるさと村駐車場）
ゴール予定　10：50（城山総合体育館前）
チーム編成
　　中学生の部…中学生のみ
　　一　般　の　部…高校生以上
※ ただし中学生の部・一般の部ともに、第１区の
走者は女子となります。
※７区で一部コース変更あり。

中学生の部・一般の部　中継所および区間距離
区間 中継所 距離
１区

※女子のみ 秋山商店前 3.0㎞

２区 川口バス停付近 3.4㎞
３区 岩南集会所前 3.1㎞
４区 旧菅野工業所前 2.6㎞
５区 藤内地会館前 3.9㎞
６区 上川崎13区集会所前 2.2㎞
７区 野辺区生活改善センター前 2.8㎞
８区 城山総合体育館前（ゴール） 3.9㎞

第
６
回 

二
本
松
市
一
周
駅
伝
競
走
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集
！

小

中

◎問い合わせ・申し込み…生涯学習課生涯学習・スポーツ係☎（55）5156




